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概要

ビールは100種以上の成分を含む複雑な組成の混合物です。主

成分としては、水・エタノール・糖質などがありますが、少量含まれる

成分も味や品質に大きく影響を及ぼします。あるアミノ酸群は、醗

酵の過程で酵母によって代謝され、芳香成分の生成に関係します。

つまりアミノ酸をモニターすることは品質の保持と更なる改良のために

重要であると考えられます。従来のアミノ酸のHPLC分析法は30分
以上の分析時間を要していました。Waters ACQUITY UPLCシ
ステムを用いたアミノ酸分析法では27種のアミノ酸を10分以内で分

離・検出することができます。このアプリケーションノートでは、ビールと

エール14銘柄を分析し、比較を行った結果について説明します。

サンプルの準備

市販のビール・エール14種を用いました。各100mLを超音波にか

け、炭酸ガスを脱気しました。濁っていたり、沈殿物が認められる場

合には0.45μmの親水性フィルタでろ過しました。各200μLを水

160μL、Norvaline(1000pmol/μL)40μLと混合しました。

この溶液10μLにホウ酸塩緩衝液70μLとAQC誘導体化試薬

20μLを混合し反応させました。

分析条件

AccQ・TagTM Ultra アミノ酸誘導体化反応プロセス

装置 : ACQUITY UPLC®/TUV ＋Empower2ソフトウエア

カラム : ACQUITY UPLC AccQ・Tag Ultra 2.1x 100 mm
カラム温度 : 60 ℃

流速 : 0.7 mL/分
測定波長 : 260 nm
移動相条件 : 細胞培養液メソッドを使用

A；AccQ・TagTM Ultra溶離液A（濃縮）100mL+水900mL
B；AccQ･TagTM Ultra溶離液B

グラジエント条件 :



図1. アミノ酸標準品のUPLC®クロマトグラム(10pmol/μL)

表1. 保持時間(RT)と面積値(Area・RSD)の再現性；アミノ酸標準品，n=5

度にできます。

図1には細胞培養液におけるアミノ酸標準液のクロマトグラムを示します。表2には保持時間と面積値の再現性を示します。いずれの
成分に関しても再現性は良好です。



図3. ビール試料のUPLC®クロマトグラム

表1.のタイトル

図3にはビール試料のUPLC®クロマトグラムを示します。いずれもProlineを多く含むことがわかります。この結果は、酵母がProline
を醗酵できないということを裏付けています。一方でTaurineとHydroxy-L-Lysineは検出されないかこく微量であることがわかりま

す。

一般的にダークビールはより多くのアミノ酸を含むことがわかります。



表2. ビール試料から検出されたアミノ酸のまとめ
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